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北洋に台けるスケトクダラ幼稚魚について

小林喜雄

(北海道大学水産学部水産動物学教室)

Larvae and Young of the Whiting， Tkeragra ckaZcogramma 

(PALLAS) from the North Pacific 

Kiyu KOBAYASHl 

Abstract 

Hithe凶0，ecological晒tudi鎚 onthe young and la抑制。fthe whiting， ThA何 gra
ehalωgram働 a(P ALLAS) have bE強nmade by many investigaωr8. But various 
pa此sof the life history are sti1l left unknown. 

Annually during the peri吋 fromJune 加 AUg1溜tin the years 1955-1961， 
inclusive the larv踊 andyoung of the whiting were collected from the surface 
layer of waters in the north-w68tern North Pacitic ineluding the Okhot紘Seaand
the Bering晶a. The pr曹関ntauthor s飢必鋪 tb鋪e"開cim串nsand acquired 80me 
knowledge on the distribution and the vertical migration of the larvae創ldyoung， 
and further on the I∞al variation of verぬ，bralnumber，めo.
In ωmparison between 8{制泊施nsfrom the Okhotsk Sea and the Bering Sea， 
the following facts were ob関rved:

Okhot田ikSea / Bering sea 
Body length comt(濁ition: T. L. 14':'S:t;;-t6'::: 35 mm)¥26.37 mm (22-41 mm) 

Okhotsk S鍋¥Beringsea 
Frequency in appearal蜘 -7~27tow- ) --2~i7tÕw 
The fact in the upper line飴em旬自:howthat the 8pawning鵠asonof the 
whiting is earlier in the Bering sea than in the Okhotsk Sea， bE糊U鴎旬mper-
ature actually rises more quickly in the Bering sea than in th唖 Okhotsksea 
around this鎚畠8On. The facts in the lower line perha戸開館側tthat the young 
may .t~ more鈍 rlyfrom畳oatinglifeぬ bottomlife in the Beri曙 seathan in 
the Okhotsk S鍋.
It is probably sure that the young and larv嗣 performdiurnal vertical mi-
gration， rising up the 飢 rf創出自 layer by night and sinking down to the mid or 
加伽mw蜘'r8by day. Mor，ωver， the whit均予erformsv制 icalmigration with 
the progrω蝿 ofgrσwth as follows: 

(Egg. Prelぽva) (P，ωtlarva. Young) (Young. Adult) 
Burfaω」回rface

¥¥¥" 1 
当 midwa句r¥midwater 

hJー¥、JW脚 r
The number of ver旬braeof the whiting variωwith lati旬お， i問 reasingfrom 
80uth to north as follows: 
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Bering Sea > Okho旬ksea > 01f Hokkaido and Tδhoku， Japan 
larva (52.7) (51.3) (50.2-50.7) 
adult (51.9) (51.4) (50.0-50.4) 

Schultz and Welander ('35) discu鴎 dthe difference of vertebr鵠加古weenthe 
Alaskan species， Therag叩 ckαlcogra働machaloogra悦冊aand the Pug曹tSound 
species， T. c. fucenci8. They ∞neluded that the differen倒 weremerely due to 
I∞al variation. The above notes relation in the prωent paper鶴自msa180 to show 
a mere local variation， as there is a ge田 raltendency for the number of fish ve凶e-
br鵠 toin白鶴sein waters of lower temperatu玲.

緒 言

スケトウダラ Therαgrachalcogrammα(PALLAS) の幼稚魚については，初期発生，卵稚魚期の

形態等について山本・浜島 ('47)及び遊佐 ('54)の報告がある。又幼稚魚期における近縁種間との形

態比較について MyxayeBa& 3BlIrHHa ('60)の報告がある。然し幼稚魚期の生態については，北水

研・北水試 ('59)*，或は東北水研八戸支所 ('55)('56 a， b， c) ('62)特に依って多くの資料が提供され

ているが未だ不明の点が多い。

筆者は 1955-1961年の 6-8月の間，オホーツク海及びぺーリング海を含む北太平洋水域におい

て，北海道大学練習船おしよろ丸及び北星丸に依って採集された稚魚資料の内，スケトウダラ幼稚魚

の分布，出現時期，日中変動更に脊椎骨数の変異等について，東北水研八戸支所 ('62)に依る東北地

方北部太平洋岸からの資料並びに北水試釧路支場の1962年の釧路沖からの資料を加えて比較検討し，

オホーツク海及びぺーリング海域における 6-8月の出現状況，更にスケトウダラ幼稚魚期の表層に

おける日中変動，又海域別脊惟骨数の変異等を明らかにしたので此処に記述する。

本論に入るに先立って，御指導と御佼閲の労を賜った北海道大学水産学部教授岡田僑博士に深甚な

る謝意を捧げる。又資料の採集に御協力を得た北海道大学練習船おしよろ丸及び北星丸乗組員並びに

調査員各位，又貴重な資料の提供を受けた北海道立水産試験場到|路支場桜井基博場長並びに場員各位

に感謝する。

霊平分布

1955-1961年の 6-8月の聞におしよろ丸及び北墨丸に依る北洋水域での稚魚ネット表層曳網は

667点で，その内スケトウダラ幼稚魚の採集されたのは 50点である。これらの資料に基いて垂平分

布について 5度単位の緯度経度で便宜的に区分した海区別に見ると，本種の幼稚魚は 14海区で採集

された(第1図)。これらの各海区における出現状況を出現率(スケトウダラ採集回数/曳網回数x100)

を求めて比較すると第1表の全数の項に示す通りである。然し同じく第1表の昼間 (06坐....18QQ)及び

夜間 (18担-06型)の項に示す通り，スケトウダラ幼稚魚は殆ど全て夜間採集に依って得られている。

更に各海区における採集時期は各年に依り可成り差があるので，各年を通じ7月の夜間曳網に関して

其の出現率を求めると同じく第1表7月夜間の項に示す通りである。

この様にスケトウダラ幼稚魚の霊平分布を出現率に依って比較する場合，昼夜に依る日中変動及び

キ北水研・北水試 (1959).資源調査担当官会議資料， 16.....20. 
紳東北水研八戸支所 (1955)(1956 a， b， c) (1962).底魚情報， (5， 8， 9， 10， 31)， 47-邸， 1-14， 15-

32， 33-50， 1-23. 
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Table 1. Frequency in appearanωof larvae and young of the whiting by鱒aarea 

。電
・~

Total 
(069D9~ay 18qp) {18NQPi~gh0t 6qp) 

July: Night 

Area 
Number Number Fmzfncy Number Number Freqrncy Number Number Freq1pn ency Number Number F問 3fncy
ofωwsωllecωd appearance of tows collec加dappearance of towsωlle悦edappearance of towsωllec飴dappearanco 

155-600N 4 3 75.0 2 1 50.0 2 2 100.0 2 2 100.0 
140-1450E 

55-600N 18 4 22.2 2 。 。 16 4 25.0 12 3 25.0 
145-1500 E 

55-600N 19 9 47.3 4 。 。 15 9 60.0 9 6 66.6 
150-1550 E 

55-600N 1 1 100.0 。 。 。 1 1 100.0 1 1 100.0 s 155-1600 E 
。主ぷ謝ロ司
50-550N 50 7 14.0 13 1 7.6 37 6 16.2 18 4 22.2 
150-1550E 

50-550N 17 11 64.7 5 3 60.0 12 8 66.6 6 5 83.3 
155-1600 E 

45-500N 34 1 2.9 9 。 。 25 1 4.0 14 1 7.1 
145-1500 E 

45-500N 44 1 2.2 11 。 。 33 1 3.0 4 。 。
150-1550E 

45-500N 33 3 9.0 8 1 12.5 25 2 8.0 3 。 。
155-1600 E 

55-600N 18 3 16.6 7 。 。 11 3 27.2 7 2 28.5 
180-1750W 

55-600N 20 2 10.0 8 。 。 12 2 16.6 6 2 33.3 

品 175-170
0W 

畠.0:; 切回
55-600N 9 2 22.2 2 。 。 7 2 28.5 5 2 40.0 
170-1650W 

55-600N 7 1 14.2 1 。 。 6 1 16.6 6 1 16.6 
165-1600W 

34 2 5.8 12 。 。 22 2 4.5 14 2 14.2 
175-1800E 
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NORTH PACIFIC 

Fig. 1. CoH舵tion-siぬSof larv踊 andyoung of the whiting in the North-Pacific 

海区に依る時期的曳網回数の差を考慮して7月夜間曳網の資料に就いて考察する事が妥当と考える。

即ち第1表7月夜間曳網の項で見ると，オホーツク海北部水域及びカムチャッカ半島周辺水域では出

現率が高く，次いでベーリング海東部水域に多い。

体長組成及び出現個体数

体長組成は460個体で全長 4-43mmに亘るが， 6月4-9mm(241個体)， 7月6-41mm (178 

個体)， 8月16-43mm(41個体)で，月を追って体長組成は増大し個体数は減少する。

オホーツク海及びベーリング海の雨海区に分けて体長組成を比較すると第2図に示す通り，オホー

ツク海区では前稚魚期をモードとするが，ベーリング海区では個体数は少いが全長 30mm前後の幼

魚期のものが大部分を占める。然しこれはベーリング海の資料が殆ど7月に採集されたものであるの

で，両海区の体長組成を比較する為めに両海区の7月の資料に関して比較すると，オホーツク海区で

は全長 6-35mm(159個体)モード 9-14mmで.ぺーリング海区では全長22-41mm (19個体)

モード 25-29mmで，その分散の巾は広いが，オホーツク海区<ぺーリング海区 なる結果が示め

される。

出現個体数については定量的採集が行われていないので概略を知るに.!l::るが，オホーツク海区にお

ける月別出現個体数を見ると第2表の通りである。

即ち前稚魚期のものが大部分を占めるこの水域の発生時期と推定される 6月を過ぎると出現個体数

Table 2. S胆cimennumber of appωranωof larvae and young of the 
whiting by month 

Numberωllec句d

Number of B併記im個目

Number of SpE必mensby a tow 

R組 geof total length (mm) 

June 

一回一

July Au邸調t

6 

39 

6.5 

16-40 
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Fig. 2. Frequency伯 tributio岨 ofthe ω~lle暗th of larvae and 
young of the whitú司~ from the Bering S飽， the Okho匂k
Se8， oft' Kushiro and oft' Tohoku J8開 1

も急激に減少する。一方ベーリング海における 7月の資料は9採集で19個体 1採集当り個体数は

2.1個体で.オホーツク海の7月7.2伺体に比して遥かに少く，出現個体数に関して両海区の聞には

オホーツク海区>ペーリング海区なる結果が示めされる。

守橋骨敏の変異

脊椎骨数はアリザニンレッドで染色して観察したが，化骨の完了したものは少く計数的比較資料と

しては必ずしも充分ではないが，オホーツク海及びベーリング海の両海区の資料を比較すると第s表
の通りで，両者の間には約1個の差が見られ，更に釧路沖の資料及び東北沿岸の資料と比較するとこ

れらのものは更に1個少し、。即ち脊椎骨数に関しては ぺーリング海区>オホーツク海区>釧路沖〉

T8ble 3. Vari8tion of vertebral number in larv腕 andyoung of the whiting by隠8area 

Area 
白川gthlhmMrof l MhrdwmM(山町叩1)

(mm) 側四国 48¥49¥ 50 1 51 152¥53¥541 Average 

Bering鮎a 24-42 9 1 2 4 2 52.7 

O地otsksea 15....舘 36 1 2 19 12 2 51.3 

Oft' Kushiro 15-26 20 1 2 6 7 2 2 50.7 

O住Tδhoku 20-99 551 4146 320 169 12 50.2 
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東北沿岸なる結果が示めされる。

次にベーリング海，カムチャッカ半島周辺水域，襟裳岬沖，忍路湾沖からの若魚及び成魚標本に関

する脊椎骨数は第4表の通りで，幼稚魚資料と同じく ベーリング海区>カムチャッカ半島周辺水域

>忍路湾沖>襟裳岬沖 なる結果が得られ，又北水研・北水試 ('52)本に依る岩内，室蘭， ~I\路，網

走，稚内の計部6個体に関する脊椎骨数は47-52個で平均50.3個と襟裳岬沖或は忍路湾沖の資料は

これに一致する。

Table 4. Variation of vertebral number in adults of the whiting by sea area 

Area 
Total lmen)gth l ||Numberof| l | Numb-r of vertebrae (including uroEtail) 

~V"(:n~)~"" ~~~i;~~~ I 50 I 51 I 52 I邸 Average

Bering Sea 275-562 15 5 7 3 51.9 

Okhotsk Sea 330-652 13 7 6 51.4 

Off 臼horoBay 300-482 7 4 3 50.4 

Off Cape Erimo 314-476 2 2 50.0 

場察

スケトウダラ幼稚魚の 6-8月における垂平分布はオホーツク海北部水域及びカムチャッカ半島周

辺水域に多く，次いでベーリング海東部水域に多い事が示めされた。この両水域における分布の差異

に関して，両海域の水温の関係をおしよろ丸及び北星丸に依る調査結果紳から両海域の 6-8月に豆

る表面水温の平均を求めて比較すると第5表の通りである。

Table 5. Water temperature of the surface layer in the Okhotsk S伺 andthe 

Bering sea by month 

June 

July 

August 

Okhotsk S鈍

4.8 

8.9 

11.6 

Western Bering Sea 

7.5 

7.4 

E創t~rn Bering Sea 

9.2 

7.7 

9.9 

然しこの結果は水塊の分離，海流の区分等も考慮していないので極めて概略的ではあるが，総じて

オホーツク海では水温の上昇期が遅く， 7-8月になって急に上昇する。一方ベーリング海東部では

水温は比較的早くから上昇するが，上昇の度合は緩債である。従ってベーリング海東部水域ではオホ

ーツク海におけるよりも本種の発生の時期が早いと言う事が水温の関係からも推測出来る。

この事は体長組成で オホーツク海<ベーリング海 なる結果から，又更に出現個体数で オホー

ツク海>ベーリング海 なる関係からも明らかである。即ち月別の変異を見ると成長に伴って表屑で

の出現個体数は減少し，これが成長に伴う逃避能力の増大，個体数の減耗或は生活域の拡大に起因し，

発生時期の差異がこの様な両海域の差異として現われたものと解釈出来る。

*北水研・北水試 (1952).北海道資源調査要報 第8号(以東底魚資源調査 No.1)1-却9.
林海洋漁業調査要報(北大水産)No. 1-6 (1957-1962) 
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次にスケトウダラ幼稚魚の表層に於ける出現状態の変異が昼夜に依って明瞭に示めされる事は第 1

表の昼間及び夜間の出現率で明らかで，昼間では殆んどの海区で出現率が零となる。然し乍らこの様

な昼夜に依る出現率の差異が垂直移動を現わすか否かに関しては，各層同時採集が日中に亘って行わ

れ吟味されなければならないが，他の海域で調査された資料を加えて検討すると，北水研・北水試

('59)は噴火湾の資料に基いて会長 8-18mmのものは 40m以浅の沿岸底層近くに接底の状態で分

布すると報告し，又東北水研八戸支所 ('62)は宮古湾(水深 15-57m)，山田湾 (15-50m)，釜石

湾 (18-60m)で稚魚ネット中層曳を行い，全長 5-44mmの本種幼稚魚を採集し表層では得られな

かったと報告した。然し北水研・北水試 ('59)の資料はその曳網時聞が明らかでないが.東北水研八

戸支所 ('62)の資料はその採集時聞が午前9時から午後5時の間であり，昼夜に依る変動については

考慮されていなし、。又北水試釧路支場は 1962年 6-8月の間に水深 10-62mの釧路沖の水域で稚魚

ネット中層採集を行い全長 5-60mmに亘る 507個体の本種幼稚魚を得たが，何れも採集は昼間に

行われた。以上の事から本種幼稚魚が昼間は中層或は底層に亘って分布する事が知られ，昼夜に依る

垂直移動の行われる事がわかる。

更にスケトウタ春ラ幼稚魚期の餌料組成に就いて東北水研八戸支所 ('62)の岩手県の資料に依ると

Cal側U8，P8eu由ωl側制或は Cope仰 da等が多く，これらの種類が昼夜に依る深浅移動を行う事

は既に知られている事で，その深浅移動の範囲は広範囲に亘り，数 10mの水深では表層と底層との

聞に亘って行われる場合もある。従ってこれら餌料生物の昼夜に亘る深浅移動に伴って本種幼稚魚が

日中に亘る深浅移動を行うと言う事が考えられる。

一方各海域別の全長組成を比較すると第2図の通りである。この内ベーリング海の資料は6，8月の

資料が少く比較資料として不充分であるのでこれを除き，オホーツク海郵11路沖及び東北沿岸の資料を

比較すると夜間表層採集に依るオホーツク海資料は全長 5-9mmにモードがあり以下急減するが，

昼間中層採集に依る釧路沖及び東北沿岸の資料では全長 10-14mmにモードがあり。又全長組成の

月別変異についてオホーツク海と釧路沖の資料。こ関しで比較すると第s図の通りである。即ち6月及
び8月の資料ではその曲線lこ明らかな差が見られるが， 7月の資料ではその分散は見掛上極めて近似

M1-M2 
しその平均を求めて両者を比較すると第6表の通りで，マ訂平;22>8なる時両者の聞に有意差が
あると見倣せば，両者の簡には釧路沖>オホーツク海 なる関係にある事がわかる。

Table 6. Difference between the total length of larvae .and young of the whiting 
from the each area of the Okhotsk sea and 0宣Kushiroin July 

Okhotsk Sea 

Off Kushiro 

hoT出帥|官官
|;:z l;zl 

時
則
一
応

m

@
町
一

4

5

v't、
一

噌

i
噌

i

A
 

St&ndard 
deviation 

4.10 

8.74 

Sampling 
error 

0.82 

0.21 

この様な各海域における体長組成の差異が各海域における発生時期の差異に基くと考えられる事は

前述の通り同じ表層採集結果に基く オホーツク海<ベーリング海 なる体長組成の差異からも明ら

かであり，小林 ('61)が先にキタイカナゴに関して述ぺた結果と一致する。

然し オホーツク海(表層)く釧路沖・東北沿岸(中層)なる結果が両海域の発生時期の差異のみに

起因すると考えるのは危険で，成長に伴う表層生活から中底層生活えの移行をも考慮されなければな

らない。即ち山本・浜島 ('47)はスケトウダラの卵は浮性である事を確め，帰化稚魚は体長約 3.6
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mmであると述ペダ又遊佐('54)は本種の後稚魚期の全長約5-6mmのものについて観察報告した。

これらの事から表層浮世寄卵から縛化したスケトウダラ稚魚は少くとも前稚魚期は浮世寄生活を続け，卵

黄吸収を終って瀞泳生活に入り，昼夜に依る深浅移動を行い，その移動の範囲は出現水域の水深に依

つては底層に迄及ぶ。そして全長田mm前後で表層から中層或は底層生活に移ると考えられる。

脊椎骨数の変異については下の様な関係が示めされる。

幼 稚 魚:

若魚及び成魚:

ベーリング海¥オホーツク海¥釧路沖¥剥b沿岸
52.7個/ 51.3個/50.7個/60.2個

ベーリング海¥カムチャッカ半島周辺水域¥忍路沖¥様裳沖
51.9個/ 51.4個 /60.4個/回.0個

これはSeh叫tz& Welander ('35)がアラスカ産の昂俳句何 chalcogrammachalcogrammaと
R曜紙勘und産の T.c. fuc側“sとの関係について述べた様な低温水域では脊椎骨数が多く，高温
水域では少いと言う アラスカ産>PugetSoUM産なる関係と同じく，地方的変異と考えられる。

E 約

19邸-19暗1年6向 8月の間，主としてベーリング海及びオホーツク海の表層で採集したスケトウダ

ラ幼稚魚資料に関し，霊平分布並びに垂直移動について考察し，更に脊椎骨数の変異について検討し

下記の事を明らかにした。
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1蜘 3 小林: 北洋におけるスケトウダラ幼稚魚

1. ベーリング海及びオホーツク海におけるスケトウグラの発生時期に差異があり，これは両海域の

水温の上昇期の差異に起因し，表層における幼稚魚の体長組成の差異及び出現個体数の差異とし

て現われる。即ち雨海域の問には下の様な関係がある。

体長組成: オホーツク海<ペーリング海

出現個体数: オホーツク海>ベーリング海

2. スケトウダラ幼稚魚期には昼夜に依る深浅移動を行い，昼間は中層或は底層に及び，夜間表層に

現われる。又成長に伴って下の様な生活水域の移行が行われる。

(卵・前稚魚期後稚魚期・幼魚期若魚期・成魚期)

表層一一一 表ゐ属

一----一一一 | 

、中 ψ層ー← 中層

! 一一一一一¥!
底層 建底層

3. 脊椎骨数は各海域の聞に下の様な変異があるが，アラスカ産>Puget Sound産と同様な地方的

変異と考えられる。

ベーリング海>オホーツク海>北海道・東北沿岸
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